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(57)【要約】
【課題】　駆動部を動作させるモーターを密閉空間に配
置しつつ放熱性を確保することができる遠隔操作式排水
栓装置を提供する。
【解決手段】　弁体を昇降させるワイヤ８へスイッチ軸
１２の昇降を伝達する駆動部１３を収容する駆動部収納
部１４を備え、駆動部１３は、モーター１５と、モータ
ー１５の回転運動をスイッチ軸１２の昇降運動に変換さ
せるギア部１３ａとを備え、駆動部収納部１４のモータ
ー１５と当接する箇所を有した面にあるモーター側蓋部
１７を金属製とし、モーター側蓋部１７とモーター１５
との間に、金属と同等以上の熱伝導性を有する素材から
なり、両者を密着させる放熱シート１６を介在させたこ
とを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気信号による遠隔操作の入力に基づいて動作指示を出力する電動操作指示部と、電動
操作指示部からの動作指示により昇降するスイッチ軸と、弁体を昇降させるワイヤへスイ
ッチ軸の昇降を伝達する駆動部とを備え、弁体の昇降により槽体底部の排水口を開閉させ
る遠隔操作式排水栓装置であって、
　前記駆動部を収容する駆動部収納部を備え、
　前記駆動部は、
　前記電動操作指示部の動作指示に基づいて作動するモーターと、
　前記モーターの回転運動をスイッチ軸の昇降運動に変換させるギア部とを備え、
　前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面が金属と同等以上の熱伝導
性を有する素材で構成されている
　ことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
　前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面と、前記モーターとの間に
、
　金属と同等以上の熱伝導性を有する素材からなり、前記面と前記モーターとを密着させ
る部材を介在させた
　ことを請求項１記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
　前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面の外側にヒートシンクを備
える
　ことを特徴とする請求項１または２記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項４】
　前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面を、着脱自在の蓋部とした
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項５】
　前記駆動部収納部は、
　遠隔操作式排水栓装置内の水を通過させる通水空間を備え、
　前記モーターと当接する箇所を有した面を、前記通水空間と対向させた
　ことを特徴とする請求項１または２記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項６】
　電気信号による遠隔操作の入力に基づいて動作指示を出力する電動操作指示部と、電動
操作指示部からの動作指示により昇降するスイッチ軸と、弁体を昇降させるワイヤへスイ
ッチ軸の昇降を伝達する駆動部とを備え、弁体の昇降により槽体底部の排水口を開閉させ
る遠隔操作式排水栓装置であって、
　前記駆動部を収容する駆動部収納部を備え、
　前記駆動部は、
　前記電動操作指示部の動作指示に基づいて作動するモーターと、
　前記モーターの回転運動をスイッチ軸の昇降運動に変換させるギア部とを備え、
　前記モーターは防水モーターであり、一部または全部が前記駆動部収納部から露出して
おり、
　前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面が金属と同等以上の熱伝導
性を有する素材で構成されている
　ことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面台や浴槽等の槽体の排水口を、遠隔的に開閉操作する遠隔操作式排水栓
装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　洗面台や浴槽などの槽体の排水口を、排水口に直接手を触れることなく、槽体の近傍に
設けられた操作部に操作を加えることで遠隔的に開閉操作する遠隔操作式排水栓装置が知
られている。電動操作部からの電気信号に基づいてモーターを駆動し、弁体を昇降させて
排水口を開閉するものも知られている。例えば、特許文献１では、手動と電動とを使用者
が適宜選択して使用することができ、電動駆動部や動力伝達部が破損しにくい排水栓装置
として、操作部ケース内の電動駆動部上ケースに駆動部を動作させるモーターが内蔵され
ている構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２４７２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の排水栓装置の構成では、モーターが密閉空間に配置されてい
るため、モーターが発する熱を放熱させることができず、モーターの故障を引き起こすお
それがある。
【０００５】
　その一方、モーターは水に濡れると故障だけでなく感電の危険性もあるため、漏水のお
それがあるケーシング外部へ配置することができないという制約もある。
【０００６】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みなされたものであり、駆動部を動作させるモ
ーターを密閉空間に配置しつつ放熱性を確保することができる遠隔操作式排水栓装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る遠隔操作式排水栓装置は、電気信号による遠
隔操作の入力に基づいて動作指示を出力する電動操作指示部と、電動操作指示部からの動
作指示により昇降するスイッチ軸と、弁体を昇降させるワイヤへスイッチ軸の昇降を伝達
する駆動部とを備え、弁体の昇降により槽体底部の排水口を開閉させる遠隔操作式排水栓
装置であって、前記駆動部を収容する駆動部収納部を備え、前記駆動部は、前記電動操作
指示部の動作指示に基づいて作動するモーターと、前記モーターの回転運動をスイッチ軸
の昇降運動に変換させるギア部とを備え、前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇
所を有した面が金属と同等以上の熱伝導性を有する素材で構成されていることを特徴とす
る。
【０００８】
　これにより、モーターに当接する面を金属と同等以上の熱伝導性を有する素材、例えば
金属製としてモーターの発する熱を外部へ放熱させるので、モーターを密閉空間に配置し
つつ放熱性を確保することができる遠隔操作式排水栓装置が実現可能となる。
【０００９】
　ここで、前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面と、前記モーター
との間に、金属と同等以上の熱伝導性を有する素材からなり、前記面と前記モーターとを
密着させる部材を介在させたのが好ましい。
【００１０】
　これにより、モーターに当接する金属面への熱伝導が促進されるので、放熱効果が高め
られる。
【００１１】
　また、前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面の外側にヒートシン
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クを備えるのが好ましい。
【００１２】
これにより、放熱効果をより高めることができる。
【００１３】
　また、前記駆動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面を、着脱自在の蓋部
としたのが好ましい。
【００１４】
　これによれば、放熱効果を得るとともに、駆動部収納部の内部のモーター等の点検やメ
ンテナンスを容易に行うことができるようになる。
【００１５】
　また、前記駆動部収納部は、遠隔操作式排水栓装置内の水を通過させる通水空間を備え
、前記モーターと当接する箇所を有した面を、前記通水空間と対向させた構成としてもよ
い。
【００１６】
　これによれば、水冷式により放熱効果を得ることができる。
【００１７】
また、本発明は、電気信号による遠隔操作の入力に基づいて動作指示を出力する電動操作
指示部と、電動操作指示部からの動作指示により昇降するスイッチ軸と、弁体を昇降させ
るワイヤへスイッチ軸の昇降を伝達する駆動部とを備え、弁体の昇降により槽体底部の排
水口を開閉させる遠隔操作式排水栓装置であって、前記駆動部を収容する駆動部収納部を
備え、前記駆動部は、前記電動操作指示部の動作指示に基づいて作動するモーターと、前
記モーターの回転運動をスイッチ軸の昇降運動に変換させるギア部とを備え、前記モータ
ーは防水モーターであり、一部または全部が前記駆動部収納部から露出しており、前記駆
動部収納部の前記モーターと当接する箇所を有した面が金属と同等以上の熱伝導性を有す
る素材で構成されている、としてもよい。
【００１８】
　これによれば、モーターを密閉空間から露出させて放熱可能にするだけでなく、モータ
ーと当接する箇所を有する面にモーターの熱を伝導させて、放熱させる面積がその面の分
増すことになるので、放熱効果をより高めることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように、本発明に係る遠隔操作式排水栓装置によれば、駆動部を動作させるモー
ターを密閉空間に配置しながら、モーターの放熱性を確保し、過熱による故障をしにくい
遠隔操作式排水栓装置が実現可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】遠隔操作式排水栓装置の平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】図２のＣ－Ｃ線断面図である。
【図５】放熱手段にヒートシンクを用いた例を示す断面図である。
【図６】放熱手段に水冷式を用いた例を示す断面図である。
【図７】放熱手段にファンを用いた例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る遠隔操作式排水栓装置について図を参照しながら説明する。
【００２２】
　図１は遠隔操作式排水栓装置の平面図であり、図２は図１のＡ－Ａ線断面を示す図であ
る。図３は図１のＢ－Ｂ線断面を示す図であり、図４は図２のＣ－Ｃ線断面を示す図であ
る。
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【００２３】
　本実施形態に係る遠隔操作式排水栓装置１は、洗面台や浴槽等の槽体の排水口を、遠隔
的に開閉操作する装置であり、槽体５の底部にある排水口６内に設けられた弁体７と、弁
体７に接続され内部のインナーワイヤーの進退により弁体７を昇降させるワイヤ８と、手
動操作および電動操作のいずれかの操作入力により昇降するスイッチ軸１２の動きをワイ
ヤ８へ伝達する駆動部１３と、駆動部１３を収容する駆動部収納部１４とを備えている。
【００２４】
　手動スイッチ１１は、手動による遠隔操作の入力を受け付け、手動操作の入力によりス
イッチ軸１２を昇降させる。手動操作部である手動スイッチ１１は、遠隔操作式排水栓装
置１の上面に配置され、槽体５が浴槽の場合は、浴槽の上縁に配置される。以下では、槽
体５が浴槽の場合を例に挙げて説明する。
【００２５】
　スイッチ軸１２は、手動スイッチ１１の操作により昇降し、また、電動操作によっても
昇降する軸部材であり、その昇降の動きが駆動部１３を介してワイヤ８へ伝達される。
【００２６】
　駆動部１３は、手動操作および電動操作のいずれかの操作入力により昇降するスイッチ
軸１２の動きをワイヤ８へ伝達する。駆動部１３は、手動操作の場合には、手動スイッチ
１１を押下する操作によりスイッチ軸１２を昇降させ、その動きをワイヤ８へ伝達する。
電動操作の場合には、浴室外（例えば、台所）に設置された電動操作部からの操作入力に
基づいて駆動部１３はスイッチ軸１２を昇降させ、その動きをワイヤ８へ伝達する。
【００２７】
　駆動部１３は、電動操作指示部の動作指示に基づいて作動するモーター１５と、電動操
作指示部である電動操作部基板１５ａと、モーター１５の回転運動をスイッチ軸１２の昇
降運動に変換させるギア部１３ａとを備えている。電動操作部基板１５ａが電気回路を搭
載した基板であり、入力された電動操作に基づいて動作の指示を出力する電動操作指示部
となっている。電動操作部基板１５ａは浴室外（例えば、台所）に設置された電動操作部
からの操作入力に基づいてモーター１５を起動させる。モーター１５が作動すると、モー
ター１５の回転がラックとピニオンギアとで構成されるギア部１３ａによってスイッチ軸
１２を昇降させる動力に変換される。
【００２８】
　駆動部収納部１４は、駆動部１３を収容する収納部である。水が流入することでモータ
ー１５や電動操作部基板１５ａ等の電動部材に故障が発生することがある。また、水に含
まれるゴミやヌメリ成分によってスイッチ軸１２の動きが阻害されることもある。駆動部
収納部１４は、駆動部１３を収容して外部から水や異物が入らないようにするためのもの
である。また、駆動部収納部１４は、内部に水を通すための通水空間１９も備えており、
通水空間１９を駆動部１３が配置される空間と壁や止水部材で隔てることにより、駆動部
１３が配置される空間内部に水や異物が入らないようにしている。
【００２９】
　通水空間１９は、駆動部収納部１４内に構成されて、駆動部１３が配置される空間の外
郭となり、手動スイッチ１１からの水を下水へ通水させるための空隙部分である。駆動部
収納部１４内の駆動部１３が配置される空間は、通水空間１９とは区分けされた防水空間
となる。つまり、駆動部１３が配置される空間は、止水部材や壁によって水の流入が防が
れている防水空間となり、止水部材や壁の外側が通水空間１９となるので、駆動部１３が
配置される空間内部へ手動スイッチ１１からの水が流入することがない。
【００３０】
　駆動部収納部１４の一方の側面、モーター１５と接する面は開口されており、着脱自在
のモーター側蓋部１７により密閉される。モーター側蓋部１７を設けることで、モーター
１５や電動操作部基板１５ａ内部の点検やメンテナンスを容易に行うことを可能にしてい
る。また、モーター側蓋部１７は金属と同等以上の熱伝導性を有する素材で構成されてお
り、モーター１５にモーター側蓋部１７を当接させることで、密閉空間にあるモーター１
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５の発する熱を外部へ放熱させる放熱手段ともなる。モーター側蓋部１７を構成する金属
と同等以上の熱伝導性を有する素材とは、アルミやステンレス等の金属や、高熱伝導性の
プラスチックやセラミック等である。熱伝導率の高い金属を用いるのが好ましく、水に接
触する可能性が高いという使用環境から腐食性を考慮すればステンレス製とするのが好ま
しい。以下では、モーター側蓋部１７を金属製として説明する。
【００３１】
さらに、モーター１５とモーター側蓋部１７との間には、両者を密着させるために放熱シ
ート１６を介在させており、放熱効果が高められている。放熱シート１６は、金属と同等
以上の熱伝導性を有するシリコンや非シリコンのアクリル等の素材をシート状に形成した
部材である。なお、放熱シート１６に替えて金属と同等以上の熱伝導性の高い粒子を混ぜ
込んだ放熱グリスをモーター１５とモーター側蓋部１７との間に介在させて、両者を密着
させて放熱効果を高めるとしてもよい。
【００３２】
　駆動部収納部１４の他方の側面、駆動部１３側の面（モーター側蓋部１７と対向する面
）も開口されており、着脱自在の駆動部側蓋部１８により密閉される。駆動部側蓋部１８
を設けることで、駆動部収納部１４内部の清掃や点検、メンテナンスを容易に行うことを
可能にしている。
【００３３】
　次に、モーターの熱を外部へ放熱する放熱手段について他の例を示す。なお、上述の実
施形態と同様の構成については同じ符号を付して説明を省略する。
【００３４】
　図５は、放熱手段にヒートシンクを用いた例を示す断面図である。
【００３５】
　遠隔操作式排水栓装置２は、モーター側蓋部１７の外側に放熱板であるヒートシンク２
１を備えている点で、上記の遠隔操作式排水栓装置１と異なる。ヒートシンク２１は、モ
ーター側蓋部１７と一体的に構成するとしてもよいし、モーター側蓋部１７に放熱用接着
剤や熱伝導性両面粘着シリコンテープ等によって貼付するとしてもよい。
【００３６】
　このようにヒートシンク２１を備えることで、より放熱効果を高めることができる。
【００３７】
　図６は、放熱手段に水冷式を用いた例を示す断面図である。
【００３８】
　遠隔操作式排水栓装置３は、通水空間３９の隔壁の一部を前述のモーター側蓋部１７と
同様の金属製とした金属壁３７を備え、金属壁３７をモーター３５に当接させた構成とな
っている。この構成では、モーター３５の熱を通水空間３９を通過する水により冷却し放
熱させる水冷式の放熱手段となっている。ここで、モーター３５と金属壁３７との間には
、放熱シート３６を介在させており、放熱効果が高められている。なお、通水空間３９を
モーター３５に当接させるために、駆動部収納部３４内における電動操作部基板３５ａの
配置を調整する必要がある。モーター側蓋部３８は、モーター３５や電動操作部基板３５
ａ内部の点検やメンテナンスのために設ければ足りるが、モーター３５や電動操作部基板
３５ａが収容されているモーター空間内の熱を放熱させるためにステンレス等の金属製と
したり、放熱シートを介在させたりしてもよい。
【００３９】
　また、本実施形態においては金属製の金属壁３７を用いるとしたが、金属と同等以上の
熱伝導性を有する素材であれば金属製に限らず高熱伝導性のプラスチック製やセラミック
製の壁を用いてもよい。
【００４０】
　図７は、放熱手段にファンを用いた例を示す断面図である。
【００４１】
　遠隔操作式排水栓装置４は、モーター４５として防水モーターを使用し、モーター４５
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の一部又は全部を駆動部収納部４４から外部へ露出させている。また、モーター４５には
、金属製のヒートシンク４１が露出面に取り付けられており、モーター４５とヒートシン
ク４１との間には放熱シート４６を介在させている。この構成では、ファン９からの送風
によりヒートシンク４１を冷却し放熱させる空冷式の放熱手段となっている。なお、図５
に示した遠隔操作式排水栓装置２と同様に、ヒートシンク４１を備えているので、ファン
９からの送風がなくても放熱効果は高められている。
【００４２】
　また、モーター側蓋部４７を前述のモーター側蓋部１７と同様の金属製として、モータ
ー４５と当接させることにより、モーター４５から発生する熱をモーター側蓋部４７へ伝
導させて、放熱させるように構成されている。モーター４５を防水モーターとし駆動部収
納部４４から一部又は全部を露出させることでモーター４５の熱を外部へ放熱可能にはな
るが、より放熱効果を高めるためには放熱させる面積を広くする必要がある。モーター４
５と当接する箇所を有するモーター側蓋部４７やヒートシンク４１にモーター４５の熱を
伝導させることで、放熱させる面積が増加することになるので、より高い放熱効果が得ら
れるようになる。
【００４３】
　なお、モーター側蓋部４７においても、モーター側蓋部１７と同様に金属と同等以上の
熱伝導性を有する素材であれば金属製に限らず、高熱伝導性のプラスチック製やセラミッ
ク製としてもよい。
【００４４】
　このように構成された遠隔操作式排水栓装置は、熱伝導率の高い金属製の板状部材を密
閉空間にあるモーターに当接させてモーターの発する熱を外部へ放熱させるので、過熱に
よる故障を生じにくい遠隔操作式排水栓装置が実現できる。
【００４５】
　以上、本発明に係る遠隔操作式排水栓装置について、実施形態に基づいて説明したが本
発明はこれに限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき、かつ発明の要旨を逸脱
しない範囲内で種々設計変更が可能であり、それらも全て本発明の範囲内に包含されるも
のである。
【００４６】
　例えば、上記実施の形態では、槽体が浴槽の場合を例に挙げて説明したが、槽体は浴槽
に限られるものではなく、洗面台やシンクなどであってもよい。
【００４７】
　また、上記実施の形態では、電動および手動の両操作部を兼ね備えた遠隔操作式排水栓
装置を例に挙げて説明したが、少なくとも電動操作の入力を受け付けるものであればよい
。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、洗面台や浴槽等の槽体の排水口を、遠隔的に開閉操作する遠隔操作式排水栓
装置として有用であり、特に電動および手動の両操作部を兼ね備えた遠隔操作式排水栓装
置に好適である。
【符号の説明】
【００４９】
　　１，２，３，４　　遠隔操作式排水栓装置
　　５　　槽体
　　６　　排水口
　　７　　弁体
　　８　　ワイヤ
　　９　　ファン
　１１　　手動スイッチ
　１２　　スイッチ軸
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　１３　　駆動部
　１３ａ　ギア部
　１４，３４，４４　　駆動部収納部
　１５，３５，４５　　モーター
　１５ａ，３５ａ　電動操作部基板
　１６，３６，４６　　放熱シート
　１７，３８，４７　　モーター側蓋部
　１８　　駆動部側蓋部
　１９，３９　　通水空間
　２１，４１　　ヒートシンク
　３７　　金属壁
 

【図１】 【図２】
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